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ミ
ス
国
見
に
松
浦
知
子
さ
ん

国

兇
町
合

併
一
．一
卜

周
￥

と
国
兇

ス

タ
ン
プ
会

剛
立
二

卜
川

￥

を
記
念

し

た

イ
夊

国

見

コ

ン
テ
ス
ト

］
の

最

終
審

査
は

、
十

．
月
ニ

ト
四
日

．

町

民
体

育
館
で

行

わ

れ
ま
’
｝
た
．

そ

の
結
印
｀
、

ミ
ス

国
見

に
き
　
ま
　
当

院
勤

務
松

浦
知
ｆ

さ
ん
（
刀
一
）ｌ

藤
Ⅲ

字
町

尻
．
．
・
六

ノ

ー
が
選
ば

れ
ま

し

た
．

ま
た

、
準

ミ
ス

に
は
看

駿
幸
生

阿
部

炎
和

さ

ん
（
1
8
）１

藤
田

字
中

沢

。
・
四

、
福
島

信
用
金

庫
勤

務
国

分

沖
技

さ

人
［
剄
］
）１
石

母
Ⅲ
字

蛭
沢

円

四

ノ

ベ

…縢
田

病
院

勤
務
松

浦
ひ

ろ

み

さ

ん
（
1
9
）
―
人
木

戸
字
幡

門
場
ヒ

ノ

ー
の
Ｉ
．‐‐
1人

が
選

ば
れ
ま

し
た

。

最

終
篇

査

に
は
、

十
八

人
の
候

補

の
中

か

ら
人
気

投
票

で
選

ば
れ

た
十

人

が
出
場

し
ま

し
た

。
五
‥
妻
哲
大

福

鳥

信
川
金

庫
理

事
長

を
委
ｎ

長

に
、

熊

収
光
ｍ
ヵ
県
商
工

連
り
務

理
事

ら
八

人

が
審
査
Ｈ

と
な

り
、
会

場
の
二
百

人

の

。
般
審
査

の
投

票
も

如
え
て

、

ラ

ジ
オ
福

島
の

膏
原

俊
ニ

ア
ナ

ウ
ン

サ

ー
の
司

会
で

行

わ
れ
ま

し
た

。

和

服

。
洋
服

に
よ

る
容
姿

の
ほ

か

国

兇
町

の
豆

知
識

な
ど

の
素

養
を

ポ

イ

ン
ト

に
選

び
ま

し
た

。
審
査

の
合

川

に
は

。
朝

川
ひ

ろ
こ
｛

コ

ロ
ム

ビ

ア

｝
真
木
瞳

『
Ｒ

Ｃ
Ａ

レ
コ

ー
ド

』

相

馬
里

史

（
ビ

ク
タ
士

の
一
二
人
の

歌
手

と
。
地

元
の

バ
ン

ド
グ
ル

ー
プ

「
サ

ウ
ン

ド
ア
ッ
プ

」

が
会
場

を
沸

か
せ

ま
し
た

。

ミ
ス

の
松

浦
さ
ん

に
は

副
賞

の
ヨ

ー
ロ

で
（

旅

行
を
手
中

に
し
、

ま
た

凖

ミ
ス

の
阿

部
さ
ん

ら
一
一一
人

に
は
副

賞

と
し

て
沖

縄
旅
行

が
プ

レ
ゼ

ン
ト

さ
れ
ま

し
た

。

コ

ン
テ

ス
ト

終
了

後
、

ミ
ス
の

松

浦

さ
人

は
じ

め
最
終
審

査

に
残

っ
た

十

人

が
。
雨
の

中
、
町

内
月

抜

き
通

り

を

パ
レ
ー

ド
し
、
沿

道

に
つ

め
か

け

た
人

だ
ち

か
ら
盛

ん
な

拍
手
を

受

卜
で

い
ま
し
た

。

▲最終審査でせいぞろいした10人の美女たち

▲左 から．ミスの松凋知子さん、準ミスの松浦ひろみさん、

国分伸棧さん、阿部美和さん

Ａ小雨の申、ミスたちが街頭パレード



国調人口は12,010人

前回より40人の減

卜
Ｈ

一
川
現

在
で

行
わ

れ
た
川

勢

調

在
の
地

方
集

計
砧

米

が
福

鳥
県

実

施
本

部

か
ら
発

表

に
な

り
ま
ｒ
）
た
の

で

お
知

ら
せ
し

ま
す

．、
な

む
、

こ
の

概

数
は

後
川
総
μ

庁

で
公

表
す

る
確

定

数
値

と
異

な
る
場
｛
口
が
あ
り

ま
す

．

前

川

云

七

彑
￥

｝
に
川

復
し

た

．
ぴ
．
．千

人
台

は

維
持

’
）
だ
も
の

の
、

前
川

よ
り
○

・
．
．．％

、

叫
卜

人
の
減

と
な
り

ま
し

た
．
ま

た
既

幣
数

は
．

前
川

よ

り
ヒ

ト

世
帯
川

の

．
．Ｆ

八
μ

ヒ
ト

．．．世

帯
で

、
そ

れ
ら
の

惟
陟

は

表

一
の

と
お

り
で

す
．．

．
力
、

福
鳥
県
（
Ｅ
休

の

人
口
は

、

前
川

よ

り
．
．
・
．
．％

、
四
万

托
Ｆ

．
．

卜

．
人
の

増
加
で

ｌ

ぼ
八

び
こ
ぼ
几

卜
．
．．ん
で

し
た
．

県
内

九
卜

市
町
付

の

う
ち
人

川
増

は
九
市
一
．卜

．
．町
卜

四

村

で
、
残

り
川

卜
．Ｅ几
市
町

村
で

は

人
川

が
減

少
し
て

い
ま
す
．

な
む
、
伊

達
部

内
の

人

目
は
去

―

の

と
む
り
で

十
．

(表Ｉ) 当町 人口 ・世帯 数 の推 移

年

次

人　　　　　　　　　 囗 （人） 世　 帯　 敏（世帯）

総　数 男 女 S“髷゙ 澁 r 髷゙ S総 数 S智耋前 回 対 比

35 13.1n 6.272 6,&39 △】 . 032△7.3％ 2.4 57 2.4 %

40 12.672 6 靆 29 6.  3 △　439 △3.3 2.  6 75 3.0

45 12.  3 5.867 6.226△　579 △4.6 2.630 84 3.3

50 11.928 5 .790 6､138 △　165 △I.4 2. ? 27 97 3.7

55
.050

5.839 6.2 い 122 １．０ 2.80 3 76 2.8

60 12.010 5.799 6.2 △　40 △0.3 2.873 70 2.5

（表Ⅱ）伊達郡９町の人口

町　 名 人　　口
前回対比
増 減 数

前回対比
増 減 率

桑 折 町 14 .918 17 0.1％

伊 達 町 9.275 212 2.1

国 見 町 12 .02 △　40 △ 0 . 3

梁 川 町 23 .040 119 0.5

保 原 町 24 , 348 489 2.0

霊 山 町 目 , 439△　289 △2.5

月 舘 町 5 . 524△　91 △ １．６

川 俣 町 20,864 △　235 △ １．１

飯 野 町 7. 467△　183 △2.4

計
9.  5 △　　 １ △0.0

正

解
者
は

八
島
さ
ん
ら
六
人

～
人
口
当
て
ク
イ
ズ
～

岡
勢
調
査
の
当
町
の
人
目
当
て
ク

イ
ズ
に
は
、
こ
百
ニ
ト
匕
人
の
方
の

応
募
を

い
た
だ
き
叩
く
む
扎
巾
し
Ｌ

げ
ま
す
。
そ
の
結
米
、
鳥
峨
の
八
鳥

ア
キ
さ
λ
ら
六
人
の
方
が
、
今
回
の

砧
ｍ
夲
の

。
万
１
１
十
人
を
ズ
バ
リ
止

解
さ
れ
ま
し
た
の
で
賞
状
と
記
念
品

を
お
贈
り
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

前
隍
賞
と
し
て
、
ブ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

一
人
の
力
卜
四
人
の
方
に
記
念
品
を

お
贈
り
い
た
し
ま
し
た
。

正
解
お
‥
及
び
前
後
賞
の
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。
　
　

｛
敬
称
略

｝

‐
正
解
″ｎ
‘・

◇
八
鳥
ア
キ

冫
川
城
）

◇
松
川
ヨ
テ
｛
Ｕ
川

｝

ぐ
松
浦
ｔ

明
｛
大
木
戸
｝

◇
渋
谷
明
．ｒ

一
光
川
寺
）

◇
佐
藤
７
サ
ｆ

一
石
ほ
Ⅲ
）

◇
ｊ
沢

．
隆
｛
山
崎

｝

・
前
後
賞
・・

Ｇ

．
万
．
．千
九
人

◇
ｔ
沢
光
秀

’
山
崎

｝
◇
ほ
浦
史
典

｛
Ｕ
Ⅲ

｝
◇
沖
野
誠
（
塚
野
口
‥
）

◇
八
鳥
仁

こ
μ
城
）
◇
付
ｈ
美
紀
子

｛
山
崎
｝
◇
渋
谷
キ
ミ
（
光
明
寺
）

◇
佐
鱗
洋

．
（
西
人
技
）
◇
佐
藤
忠

良
｛
塚
野
日

｝
◇
阿
部
辰
雄
（
大
木

．尸
）
◇
佐
藤
ミ
ツ
｛
只
田

｝
◇
武
川

せ
い
ｆ
（
森
山
）
◇
佐
野
ト
ク
（
徳

汪
）

０

．
万

．一
千

十

一
人

◇
松
浦
喜
代
子
（
大
木
戸

）
◇
菊
池

ト
メ
（
人
木
．尸
）

な
お
、
人
口
の
確
定
は
来
年
度
以

降
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
回
発
表
の

概
数
を
基
準
に
正
確
者
、
前
後
賞
を

決
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

卜
菊
地
町
長
か
ら
貫
状
を
受
け
る

最
高
齢
番
の
八
鳥
ア
キ
さ
ん



今
年
も
大
量
入
選

～
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
～

統
計
に
関
心
を
持
っ
て
む
ら
お
う

と
、
福
島
県
か
毎
午
実
施
し
て
い
る

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
小
坂

小
学
校
の
児
散
十
名
、
八
点
の
作
品

を
応
募
し
、
七
点
八
名
か
入
賞
し
ま

し
た
。

小
学
校
低
学
年
の
部
で
、
二
年
の

菅
野
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
の
［
ひ
ま
わ
り

の
そ
だ
ち
か
た
］
卜一
年
の
山
田
紋
Ｔ

ち
ゃ
ん
。
後
藤
志
津
香
ち
ゃ
ん
合
闘

の
『
昭
和
六
十
年
夏
休
み
の
温
度
し

ら
ぺ
」
か
、
そ
れ
ぞ
れ
県
教
育
艮
賞

に
、
ま
た
、
二
年
の
遠
藤
晃
子
ち
ゃ

ん
の
「
お
ん
ど
し
ら
ぺ
」
か
県
統
訐

協
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

な
お
。
学
校
賞
と
し
て
も
小
坂
小

学
校
か
昨
年
に
続
き
優
秀
賞
を
受
け

ま
し
た
。

十
一
月
二
十
六
日
、
自
河
市
巾
民

会
館
で
開
か
れ
た
第
三
十
五
回
の
県

統
計
人
会
の
席
上
で
、
四
人
に
賞
状

と
記
念
品
か
授
仁
さ
れ
ま
し
た
。

ま

た
、
統

計

功
劣
者

と

し

て
、

八
島

藤

市
さ

ん

（
商

城
、

統

計

従
事

艇
十

七
乍

）
か
、

長
年
の

努
力

か
認

め
ら
れ

、

県
統
計

協
会

長
表
彰

を
受

け

ま
し

た
。

統
計

グ
ラ

フ

コ

ン
ク

ー

ル
の
人

賞
者

は
次

の
と

お

り
で
す

。

▲左から教育長賞の菅野まゆみちゃん、橦●志清香ちゃん、

山田紋子ちゃん、協会長賞の遠藤晃子ちゃん

’小

乍
校

低
学
年

の

部
》

◆
教
膏
艮
賞
菅
野
ま
ゆ
み
示

坂
小
二
男

山
田
紋
子
　

（
同

．’．．年
）

．

一

後
藤
志
津
香

｛
同

三
乍
゛

◆
協
会

長
賞
遠
藤
晃
子
　

｛
同

こ
年
｝

◆
仕
　

作
還
藤
昌

美
　

｛
同

｝こ
年
）

◆
努

力

賞
佐
職
友
紀
　

（
同

二
隻

”
　
　

田
村
知
香
子

（
同

二
年
）

｛
小
学
校

高
学

年
の

部
》

◆
努

力

賞
佐
藤
孝
之

（
小
坂
小
石
年
）▲菅野まゆみちゃんと作品▲山田紋子ちゃん(左)後藤志津香ちゃんと作品

昭
和
六
十
一
年
度

就
学
予
定
者

昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
～

五
十
五
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方

来
毒
小
学
校
に
人
学
さ
れ
る
百
八

十
三
名
の
み
な
さ
人
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

健
康
に
十
分
注
意
し
て
、
入
学
式

に
は
、
み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
元
気
な

顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
リ

記
載
も
れ
や
誤
字
な
ど
か
ゐ
り
ま

し
た
ら
町
教
育
委
員
会
ま
で

お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
雲
八
五
一

二
一
一
一

（

敬

称

略

）

「
」
廊
田
小
学
校
9
2
名
（
男
4
6
、
女
4
6）

介

田

渉

吾

國

井

雅

史

ぺ

島

和

浩

奥

山

義

陽

草

野
　
　

司

樋
　
口

雄
一
郎

後

藤

智

明

．

條
　
　

聡

安
孫
７‐

真

也

佐
久
間

紀

明

小

林

智

広

隍

野

哲

也

渡
　
辺

修

司

八
　
を

友

洋

佐

藤

康

成

鈴

木

陽

介

赤
井
畑

秀

則

佐

碑

秀

信

『
　

田

新

五

古
　
田
　
　

仁

佐

藤

正

弘

仲

野

智

史

齋

藤

正

浩

後

藤

孝
　
二

佐

竹

博

行

菊

地

武

志

佐

藤

泰

彦

佐

藤

正

樹

占

見
　
　

豪

寺

鳥

隆

幸

齊

藤

俊

彦

佐

藤

直

葦

永

井

義

信

一
　
條

輝

幸

深
　
田

孝

志

阿

部

隆

幸

八

鳥

麻

美

佐

藤
　
　

圭

花

井

由
貴
子

大
　
谷

悦

子

阿

部

純

子

心ｒ

渾

理

沙

松

浦

宏

枝

野

村

敬

子

工

藤

雅

美

本

間

叉

香

佐

蘓

久
笑
子

我

妻

里

美

黒
　
田

真

弓

本

間

和

子

松

浦

真
由
美

佐

藤

冬

子

高

原

淳
　
子

松

浦

秀

則

村

木

貴

紀

後

藤

真

置

古
　
田

賢
一
郎

瀬

戸

貪

紀

安

彦
　
元

気

陞
久
問
　
　

実

釦

水

真
　

】

佐

藤

勝

美

佐

薦

貴

紀

佐

藤

未

樹

小

野

智
佳
子

佐

藤

綾

子

滝

川

牧

１

佐
久
間

範

７‐

佐

藤

美
和
子

佐

藤

美

樹

後

藤

幸

恵

佐

藤

由

実

大
和
田
　
　

藍

宇
佐
奨

道

子

片

平

伸

江

菊

地

直

子

】
　
條

里

美

鈴

木

桂

子

松
　
田

有
季
恵

五
卜
嵐

佐

和



飲
酒
運
転
の
防
止

酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
も

体
は
十
分
酔
っ
て
い
ま
す

’
♪
オ
ラ
は
死
ん
じ
ｌ
つ
た
だ
～
’
と
い
う
歌
が
昔
流
行
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
歌
は
酔
っ
払
い
運
転
を
し
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
人
の
こ

と
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
歌
で
も
分
か
る
よ
う
に
酔
っ

払
い
運
転
は
、
死
を
背
負
っ
た
運
転
と
い
え
ま
す
。

酒
酔
い
運
転
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
酒
気
帯
び
運
転
も
道
路
交
通
法
で

禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
百
も
承
知
の
は
ず
。

そ
れ
で
も
、
車
を
運
転
し
て
し
ま
う
人
た
ち
の
言
い
訳
は

「

あ
ま
り
酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ

た
か
ら
」
と
か
「
少
し
し
か
飲
ん
で

い
な
い
か
ら
」
「
自
分
は
酒
に
強
い
か
ら
」
な
ど
で
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
お
酒
に
自
信
の
あ
る
人
で
も
、
ア
ル
コ

ー
ル
は
体
の

機
能
に
闢
違
い
な
く
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
体
が
運
転
を
す
る
に
は
適
さ

な
い
次
の
よ
う
な
状
鰹
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。上

手
に
運
転
し
て
い
る

と
錯
覚
す
る

気
持
ち
が
大
き
く
な
り
。
無
理
な

追
い
越
し
や
割
り
込
み
な
ど
を
平
気

で
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

居
眠
り
運
転
を

し
や
す
く
な
る

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
睡
眠
作
用
が
あ

り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
人
間
の

神
経
な
ど
に
麻
酔
薬
と
同
じ
働
き
を

し
ま
す
。
休
が
疲
れ
て
い
る
と
き
な

ど
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
居

眠
り
を
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

注
意
力
が
散
漫
に
な
る

周
囲

に
対
す
る
気
く
ば
り
、
注
意

力
が
鈍
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
前

の
車
ば
か
り
に
気
を
と
ら
れ
、
横
か

ら
出
て
く
る
自
動
車
や
歩
行
者
を
見

落
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま

す
。

反
応
か
鈍
く
な
る

と
っ
さ
の
判
断
が
鈍
く
な
り
。
動

作
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
ご
則
方
の
車
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
て
も
そ
れ
に
反
応
し
き
れ
ず
、
追

突
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

運
転
動
作
が

ぎ
こ
ち
な
く
な
る

ア
ル
コ
ー
ル
で

マ
ヒ
し
た
大
脳
は

運
動
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
そ
の

た
め
（

ン
ド
ル
操
作

や
ギ
ヤ

ー
チ
ェ

ン
ジ
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
な
く

な
り
、
蛇
行
迷
転
を
し
た
り
し
て
し

ま
い
ま
す
。

十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
で
は
、

何
か
と
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
ま

す
。
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
。
釆
る
な

ら
飲
む
な
」
を
地
域
や
職
場
。
寒
族

ぐ
る
み
で
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
酒
類
を
提
供
す
る
飲
食
店

経
肯
者
の
方
は
、
耶
を
連
転
す
る
お

客
さ
ん
に
は
お
酒
を
出
さ
な
い
と
か
。

万
一
飲
ん
だ
と
き
は
車
の
エ
ン
ジ
ン

キ
ー
を
頭

か
る
な
ど
。
真

に
思
い
や

り
の
あ
る
配
慮
を
し
て
あ
げ
ま
し
よ

高

柵

理

恵

佐

藤

由
美
子

佐

藤

富
士
子

齊

藤

あ
ゆ
み

吉

田

悠

子

小
早
川

慶

子

樋
　
口

由
利
子

青

木

良

子

八

世

由
起
子

安

藤

里

美

加

藤

妙

子

奥

山

優

子

口

小
坂
小
学
校
2
6
名
（

男
1
4．
女
1
2
）

本

田

克

敏

高

原

博

行

渡

邊

敏

行

佐

藤

黍

彦

膏

野

智

史

仲

野

岡

久

佐

齧

秀

春

新

妻

朋

佳

林
　
　

優
美
子

安

藤

満
寿
美

邨

逖

尚

美

安

藤

夕

紀

早

田

幸

恵

安

藤

幸

夫

赤

坂
　
　

稔

阿

部

健

二

安

藤
　
　

澗

朽

木

尚

之

菅

野
　
　

孝

原

田

秀

明

安

藤

和
佳
子

高

橋

由

美

佐

藤

あ
ゆ
み

安

藤

早

紀

武

田

恭

子

赤

坂

厚

子

口
森
江
野
小
学
校
2
7
名
（

男
1
6
、
女
1
1）

八

巻

幸
　
一

古

田

雅

紀

菊

地
　
　

破

武
　
田

米

昭

佐

藤

祟

宏

大

波
　
　

鰄

大

波
　
　

圭

佐
久
間

幸

広

小

鳥

裕

介

八

巻

健

志

徳

江
　
　

鰄

太
　
田

久

幸

徳

江

賢

泊

阿

部

眞

也

佐

野

真
之
介

八

卷

鬢

子

高

檎

恵
里
子

斎

藤

璽

子

菊

地

明

笶

八

巻

槍
理
子

大

波

奈
津
災

佐

藤

裕

文

佐

藤

智

美

佐
久
間

郁

恵

実

沢

裕

子

佐

藤

佳
奈
子

佐

藤

智
恵
子

口
大
木
戸
小
学
校
2
6
名
（

男
1
7
．
女
９
）

吉

田
　
　

茂

大

沼

裕

幸

星

野
　
　

彰

佐

膝

史

宏

松

浦

裕

司

遠

藤

智

和

遠

藤
。
康

幸

吾

妻

健
　
一

佐

藤

和

彫

遠

藤

優

子

村

上

裕

子

蓬
　
田

仁

美

食

藤

千

草

高

橋

健
太
郎

大

沼

重

成

松

浦
　
　

賢

佐

藤

利

幸

赤
井
澤

逮

也

遠

藤

広

輝

渋

谷

由

彦

佐

藤

泰

将

渋

谷

美

奈

松

浦

明

典

高

橋

由
香
里

身

藤

靖

子

八

鳥

千

春

口

大
枝
小
学
校
１１
名
（
男
７
、
女
４
）

佐

藤

健
　
｝

鈴

木
　
　

薫

疾

澤

孝

志

井

砂
　
　

聡

玉

手

歩

美

玲

木

里

枝

鈴

木

裕
　
一

後

藤
　

新

佐

藤

博

之

玉

手

友

子

鈴

木

智

子



献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

十
一
月
十
八
日
協
力
者

敬
称
略

《

一

般

協

力

》

遠

藤

俊

勝

松

浦

万

助

桜

沢

庄
太
郎

松

浦

定

夫

松

浦

斬
　
一

斎

膝

規

雄

八

鳥

富
　
一

松

野

俊
　

】

角

田

洋
　

】

武

田
　
　

勲

高

橋

敏

夫

蓬

田

祐

市

松

禰

光

男

阿

郎

ノ

ブ

渡

部

ヒ
デ
子

野

村

節

子

村

上

昌

子

佐
久
間
　
ツ
ヤ
子

星

野
　
マ
ツ
子

八

鳥

和

子

菊

地

久

子

黒

田

節

子

粟

原

幸

恵

竹

田

み
っ
子

木

川

由
美
子

阿

部

洋
　
一

阿

部
　
　

愽

後

藤

正

昭

渡

部

正
　
一

古

内
　
正

好

商

橋

勝

美

大

津

森

治

渡

辺

浚

信

半

沢
　
　

豊

三
　
品

日
出
男

曳

地

正

勝

高

橋

靖

樹

松

浦

市
太
郎

松

浦

ヒ
ロ
子

秋

葉

多
希
子

斎

藤

ヒ
サ
子

仲

野

静

枝

斎

藤

よ
し
子

佐
久
間

ヒ
ロ
イ

本

多
　
コ
　
ト

武

田

和

子

安

積

ト
シ
エ

桐

沢

み
よ
子

阿

部

節

子

（

国

見

一

子

》

鈴

木

信

也

高

橋

真
　
二

斎

藤

秋

子

遠

Ｉ

爽
江
子

森
　
　

晴

子

斎

藤

秀

子

高

橋

サ
チ
子

佐

藤

弘

子

菅

野
　
　

浩

幕

田

道

夫

朽

木

優

子

佐
久
間

忠

子

佐

野
　
フ
ミ
ェ

鈴

木

道

子

佐

膝

キ
ミ
子

《
生
協
国
見
店
》

松

浦

克

利

僅

藤

定

夫

菱

沼

琢

寿

蓬

田

笑

子

後

藤

キ
　
ョ

高

橋

キ
ョ
子

半

沢

京

子

小

野

高

子

秋

元

久
仁
夫

小

林

弘

道

斎

藤

、裕

二

高

橋

紀

子

富

樫

真
智
子

稲

村

あ
や
子

佐

藤
　
（

ル
ミ

《
借
用
金
庫
国
見
支
店
》

樋
　
口

郁

雄

鈴

木

敏

弘

清

水

幹

男

佐

藤
　
　

進

佐

藤

邦

雄

佐

藤

厚

子

岡

崎
　
　

昇

菊

地

喜

伸

古

岡

重

夫

佐

藤

孝

文

清

野

富

雄

国

分

伸

枝

《
大
木
戸
小
学
校
》

松

本

正

飼

菅

野

愽

輝

大

喊

浩
　
一

佐

竹

朝

子

（

国

見

町

農

協

》

佐

藤

朋

浩

佐

藤

京

子

《

睦

商

会

）

大

沼
　
っ
い
子

浦
　
　

健
　
一

《

国

見

ガ

ス

》

鈴

木

広

茂

《
国
見
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
》

田

中

宜

夫

《

商

工

会

》

森

林

嘉

助

菅

野

昭

雄

徳

江

喜
市
郎

察
　
　

濟
　
一

朽

木

好

秋

菊

地

多
美
子

吉
　
田

誠

司

岡

崎

長

市

松

浦

惣
　
一

吉
　
田

喜

三

徳

江

博

典

吉
　
田

と
き
子

《
国
見
町
役
鳩
》

小

野

智

義

小

西

毒

彦

引

地
　
　

真

違

蕀

喜

正

谷

濘

富

夫

引

地

由

則

羽
根
田

孝

司

菅

野

信

朗

協
力
者
　
一
三
七
名

採
血
者
　

匸
一
一
名

身近にある野草・薬草

18

ヒヨドリジョウゴ
(ツ ヅラゴ)

ナ

ス

科

の

っ

る

性

多

年

草

で

．

冬

に

は

葉

が

落

ち

て

つ

る

が

残

り

、

劵

に

こ

の

っ

る

か

ら

新

葉

が

出

て

．

つ

る

と

と

も

に

や

わ

ら

か

い

毛

が

生

え

ま

す

．

夏

か

ら

秋

に

か

け

て

、

白

色

の

小

花

を

つ

け

．

花

後

、

球

形

の

果

実

を

結

び

、

赤

く

熟

し

ま

す

．

廴
４
¢・
１
Ｕ
λ
寸
４
１
ｊ
４

本

草

書

の

薬

効
　

『

神

農

本

草

経

』

に

、『

悉

寒

．

胃

、

腎

．

肺

な

ど

の

疾

思

．

の

ど

の

渇

き

な

ど

に

よ

く

、

胃

腸

を

よ

く

し

．

心

を

鎮

め

．

久

し

く

服

す

れ

ば

身

を

軽

く

し

、

長

寿

を

保

つ

」

と

書

か

れ

、『

本

草

綱

目

』

に

は

、

さ

ら

に

く

わ

し

く

こ

の

薬

効

を

あ

げ

て

い

ま

す

．

わ

が

国

の

江

戸

期

本

草

書

に

は

、

こ

れ

ら

の

薬

効

を

転

載

し

て

い

ま

す

が

、

そ

の

基

本

は

、

解

熱

、

利

尿

、

解

毒

に

乾

燥

し

た

全

草

を

煎

服

す

る

よ

う

に

な

っ

て

い

る

も

の

が

多

く

あ

り
ま
す
。
と
き
に
煎
汁
を
皮
膚
病
や

神
経
痛
の
外
用
薬
と
し
て
用
い
る
こ

と
も
あ
げ
て
い
ま
す
。

現
代
の
用
法
　
現
在
の
中
国
で
は
、

わ
が
国
と
同
じ
ヒ
ョ
ド
リ
ジ
ョ
ウ
ゴ

の
全
草
の
乾
燥
し
た
も
の
を
［
白
毛

藤
］
の
生
薬
名
で
、
解
毒
、
解
熟
、

利
尿
促
進
な
ど
に
内
服
し
た
り
、
ま

た
解
毒
な
ど
に
は
煎
汁
で
洗

り
た
り
、

葉
汁
を
外
用
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
近
年
、
抗
シ
ュ
ヨ
ウ

作
用
か
あ
る
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
薬
用
▲

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
果
実
か
つ

い
て
い
る
全
章
を
採
取
し
．
細
か
く

刻
ん
で
食
酢
に
漬
け
て
お
き
ま
す
．

帯
状
疱
疹
（
ヘ
ル
ペ
ス
）
に

食
酢
漬
け
の
全
草
を
患
部
に
直
接

当
て
て
、
外
用
薬
と
し
て
用
い
ま
す
．

（
山

野
拿
カ
ラ

ー
百

科
か

ら
）



ふるさとの文化財
2

1史　跡

旧羽州街道小坂峠道跡

菊　池　利　雄

羽
州

街
道

の
宿

駅
小
坂

宿
と
苅

田

郡
上

戸
沢
宿

鴛
　
被
　
ま

と
の
間

に
は
、

こ
の
街

道
随

一
の

雛
所
と

い
わ

れ
た

小
坂
峠
一
１１

り

が
あ

る

。

羽
州

衝
道

は
桑
折

宿
は

ず
れ

の
追

分
で
、

奥
州

道
中

か
ら
分

岐
し

、
急

坂
な
小

板
峠
を

越
え

。
白

石
川
沿

い

に
並

ぶ
戸
沢

・
間

・
湯
原

宿
な

ど
山

中
七
ヶ

宿
を

通
り

、
金

山
峠
か

ら
哂

下
宿
を

鰹
て
、

上

山
・

山
形

・
秋

甲

津
軽
へ

と
向

か
う
奥

羽
山
脈

を
越

え

て
、
陸

奥
国

と
出
羽

国
を
結

ぶ
横

断

道
と
し

重
視

さ
れ
て

い
た
。

古
代

に
お

い
て
は

、『
延
喜

式
』

に

み
ら
れ

る
よ
う

に

。
柴
田

駅
ａ

ｕ
ｔ

東
山
道

か
ら

分
岐
し

、
小

野

駅
‘１
’り

か
ら
笹

谷
峠
越

え

に
及
上

駅
ﾖ

 
･ 第
に

通

じ
る
道

が
奥
羽

の
横

断
道

で
あ

っ

た
か
、
南
北

朝

の
助
乱

期

に
は

い
る

と
、
桑
折

西

山
に
本

拠
を
置

い
た
伊

達

宗
違

、
政
宗

の
父

子
は
、
こ
の
街

道

を
遖

っ
て
置

暘
郡

に
攻

め
入
り
、

長

井
道
弘

か
ら

長
井

庄
を

奪
い
。
そ

の

支

配
下

に
匱

く

に
お
よ

ん
で
本
領

の

伊
達

郡
と
を

結

ぶ
街
道

と
し
て

、
軍

事
経

済
上
の

叺
要

性
を

お
び
て
く

る

。

天

正
七
年

（
一
五

七
九
）

十
一
月
　

丶
』ｊ
あ丶
　
　

捫一一

に

は
、
三
春

の
田

村
清
顕

の
娘

、
愛

姫
の

】
行

は
小
坂

峠
越
え

に
、

米
沢

墟
の
伊

達

政
宗
の

も
と

に
叭

い
で

い

っ
た
。

近
世

に

は

い
る

と
、
秋

田
藩

主
の

佐
竹

氏
を

は
じ

め
、
出
羽

の
諸
大

名

十

二
家
は
江

戸
へ

の
参
勤

交
代

の
通

路

と
し
て

。
冬
期

の
吹
雪

や
暴

風
の

危
害

の
多

い
笹

谷
峠
を
さ

け
て

、
金

山
峠
越

え
の

羽
州

街
道

に
移
さ

れ
こ

の
街

道
は
活
況

を

鰻
す

る
よ
う

に
な

る
。明

治
維
新

以
降

は
、
萬

世
大
略

（

リ

Ｊ

や

奥
羽

線

心
邨

の
開

過
に

と
も

な

い
、

交
通

の
流

れ
か
粟

子
峠

越

え

と
大
き

く
変

り
、
嶮

岨
な
金

山

・
小
坂

峠
を

通
過
す

る
羽

州
街

道
は

と
り

残
さ

れ
て
、

旅
人

は
姿

を
消

し

衰

微
し

て

い
っ

た
。

職

後
は
中

ノ
茶

屋
跡

か
ら
西

に
大

き
く
迂

回
し

て
峠

に
達
す

る
舗
装

さ

れ
た
自

助
車

道
に
整

備

さ
れ
、
当

地

か
ら

山
形
方

面
へ

の
近

道
と
し
て

活

用

さ

れ
て

い
る
。

小
坂

峠
の

坂
道

は
、

産
坂

と
も

呼

ば
れ

、
狼
子

沢
と

前
滝

野
沢
川

と
か

藩
合
う
、
中
／
茶
屋
跡
か
ら
は
、『
難

所
六
Ｔ
』
と
あ
る
秡
道
に
さ
し
か
か

り
、
旧
小
坂
と
鳥
取
村
と
の
境
界
を

な
す
稜
線
部
沿

い
に
、
つ
づ
ら
お
り

の
傾
斜
の
き
つ

い
道
は
、
大
名
行
列

で
賑
わ
っ
た
江
戸
時
代
の
街
遺
跡
で

あ
り
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
北

半
田
村
の
豪
農
早
田
伝
之
助
か
私
財

を
投
じ
て
。
娘
子
沢
川
寄
り
の
陵
線

部
に
移
し
た
新
道
も
、
時
代
を
降
る

ご
と
に
旅
人
の
数
は
減
し
て
ゆ
き
、

戦
後
の
自
助
車
道
の
開
通
に
伴
い
小

坂
峠
の
旧
羽
州
街
道
は
そ
の
使
命
を

柊
え
て
、
今
は
訪
れ
る
人
彫
も
な
く

深
い
木
立
ち
の
中
に
理
も
れ
、
ひ
っ

そ
り
と
そ
の
姿
を
横
た
い
て

い
る
。

参
考
文
献

『
国
見
町
史
』
『
歴

史
の
道
・
羽
州
街
道
』

町
水
道
課
か
ら

”
水
道
管
は
寒
さ
に
弱
い

早
め
に
防
寒
を
”

水
道
管
の
凍
結
す
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
早
め
に
凍
結
破
裂
防
止
の

た
め
、
布
、
藁
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

な
ど
を
利
用
し
ビ
ニ
ー
ル
テ

ー
プ
な

ど
で
保
硬
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
電
熱
に
よ
る
凍
結
防
止
器

な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
町
指
定
の

水
道
工
事
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
・

”
水
道
管

が
凍
っ

た
と

き
”

破
裂
し
た
と
き
の
応
急
処
置
”

一
、
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

凍
っ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
に
布
や

タ
オ
ル
な
ど
を
十
分
に
巻
き
っ
け
、

ヌ
ル
マ
湯
を
良
い
時
間
か
け
る
。

急
に
か
け
る
と
破
裂
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
す
る
こ
と
。

二
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

元
栓
を
止
め
る
。
止
め
る
こ
と
の

で
き
な
い
と
き
は
、
布
な
ど
を
巻

き
水
か
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
し

て
町
の
指
定
水
道
工
事
店
へ
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
水
道
管
蛇
ロ
メ
ー
タ
ー
な
ど
給
水

設
備
の
凍
結
破
裂
に
要
し
た
費
用
は
、

需
要
者
の
皆
さ
ん
に
ご
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
十

分
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
見
町
水
道
工
事
指
定
及
び
年
婆

末
年
始
の
当
番
は
次
の
通
り
で
す
。
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Ｗ
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Ｘ
　

半
沢
水

道
工

業
所

９

二

醜
以

外
　

斎
久

設
備
　
　
　

１
　い
　口
　１
　０
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福
祉

手
当

制

度
が

変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、

昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
原

則
と
し
て
成
人
の
障
害
者
に
障
害
基

礎
年
金
か
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
現
行
の
福
祉

手
当
制
度
も
改
正
さ
れ
、
二
十
歳
以

上
の
よ
り
重
度
の
陣
害
者
を
対
象
と

し
た
特
別
障
害
者
手
当
か
創
設
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
二
十
歳
以
上
の
福
祉
手
当

受
給
者
の
中
で
、
障
害
基
礎
年
金
及

び
特
別
陣
害
者
手
当
の
支
給
要
件
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
人
に
対
し

て
は
、
従
来
ど
お
り
の
福
祉
手
当
が

鰹
過
的
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

特

別
障

害
者

手
当

◇
支
給
対
象
者

精
神
ま
た
は
身
体
に
よ
り
重
度
の

障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
程
度
の
状
態
に
あ
る
二
十
歳
以
上

の
在
宅
重
度
障
害
者

◇
対
象
と
な
る
障
害
程
度

概
ね
次
の
ア
か
ら
ウ
ま
で
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
す
か
。
別

に
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
国
民
年
金
一
級
程
度
の
障
害
（
ま

た
は
病
状
）
を
重
複
し
て
有
す
る

場
合
。

イ
国
民
年
金
一
級
程
度
の
障
嘗
（
ま

た
は
病
状
）
を
一
つ
有
し
、
か
つ

同
年
金
二
級
程
度
の
障
害
（
ま
た

は
病
状
）
を
重
複
し
て
有
す
る
場

合
ウ
国
民
年
金
一
級
程
度
の
障
害
（
ま

た
は
’病
状
）
を
一
つ
有
す
る
か
。

そ
れ
が
極
め
て
重
度
で
あ
る
た
め

に
前
記
ア
、
イ
と
同
等
程
度
以
上

と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

◇
支
給
制
限

施
設
入
所
者
及
び
三
ヵ
月
以
上
の

長
期
入
院
患
者
。

◇
適
川
日

昭
和
六
十
一
年
四
月
分
か
ら

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
福

祉
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

魯
（
甼
２
一
一

■電線や電柱のルール

●電 線の近くでは遊ば ないようにしましょう。

お子さまは活発で、何にでも興味 をしめします。しか

し、電柱は上部に桂上トランスや電線 があり非常に 危

険です。日ごろから注憲し、タコなど が電線にひっか

かったときなども、自 分で登って取ろうとせずに最寄

りの 東北竃力にお知ら せください。

東北電力株式会社福島営業所
桑折出張所9  ｰ 福島県伊達郡桑折町字本町57－1　0245 ( 〉2033

宝
く
じ
助
成
事
業

観
月
台
公
園
に

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ

桜
・
ツ
バ
キ
を
植
栽

緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
と
し
て
．
観
月
台
公
聞
に
、
こ
の

ほ
ど
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
百
三
十
三
本

と
桜
四
本
．
ツ
バ
キ
六
本
の
若
木
が

植
栽
さ
れ
ま
し
た
．

ま
た
．
平
板
ベ
ン
チ
三
基
と
、
観

月
台
の
大
ス
ギ
（
緑
の
文
化
財
）
の

外
柵
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
．

こ
の
事
業
は
、
国
土
の
緑
化
推
進

運
助
の
一
環
と
し
て
発
充
さ
れ
る
宝

く
匕
の
充
上
金
を
財
源
と
し
た
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
昭
和
六
十
年
度
緑

化
推
進
コ
ミ

ご
Ｉ
テ
ィ
助
成
事
業
の

助
成
金
に
よ
っ
て
植
栽
さ
れ
た
も
の

で
、
総
事
業
費
百
二
十
一
万
五
千
円

の
内

、
百
万
円
か
助
成
金
で
す
。

観
月
台
公
園
は
、
私
た
ち
み
ん
な

の
憩
い
の
場
で
す
。
緑
あ
ふ
れ
る
公

園
に
す
る
た
め
。
町
民
み
ん
な
で
樹

木
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

▲公屋内に植えられたドウダンツツジ

▲公圃入口に植えられたドウダンツツジ



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
破
会
に

◆
生
協
福
島
消
費
組
合
国
見
店
家
庭

会
か
ら

五
万
三
千
百
五
十
円

◆
黒
田
武
次
さ
ん
（
泉
田
下
）
か
ら

二
万
円
－

敏
ヒ
ロ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
擒
水
弘
子
さ
ん
（
小
坂
）
か
ら

五
万
円
卜
故
良
ｍ
″
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
佐
々
木
ソ
ノ
さ
ん
｛
石
毋
田
北
｝

か
ら

五
万
円
－

敏
秋
螻
さ
ん
の
ご
遺
志

県
北
中
学
校
に

◆
清
水
弘
子
さ
ん
（
か
坂
）
か
ら

二
万
円
‐

故
良
男
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
秦
健
一
さ
ん
（
駅
前
）
か
ら

二
万
円
－

故
勇
さ
ん
の
ご
遺
志

藤
田
小
半
校
に

◆
案
健
一
さ
ん
（
駅
前
）
か
ら

二
万
円
－

故
勇
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
山
崎
明
さ
ん
｛
大
町
南
｝
か
ら

花
壇
、
園
芸
川
標
識
立
札
二
十
八

組

小
坂
小
学
校
に

◆
清
水
弘
子
さ
ん
（
小
坂
）
か
ら

児
童
図
書
（
二
万
円
相
当
）
‐

故

良
男
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
石
原
厳
さ
ん
（
株
式
会
社
石
原
商

店
杜
長
）
か
ら

児
童
図
書
（
五
万
円
相
当
）

◆
黒
田
武
次
参ｙ
ん
（
泉
田
下
）
か
ら

児
童
図
書
（
二
万
円
相
当
）
－

故

ヒ
ロ
さ
ん
の
ご
尊
志

小
坂
季
筋
保
育
所
に

◆
黒
田
武
次
さ
ん
（
泉
田
下
）
か
ら

二
万
円
－

故
ヒ
ロ
さ
ん
の
ご
遺
志

交
通
安
全
協
会
森
江
野
部
会
に

◆
阿
部
俊
恒
さ
ん
（
徳
江
北
）

◆
八
巻
民
栄
さ
ん
（
徳
江
北
）

◆
小
池
ト
ク
さ
ん
（
第
　
三
）

※
そ
れ
ぞ
れ
活
動
資
金
と
し
て

金
一
封
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
．

戸籍の窓口
(11月受付分)

出 生 おめ でとう ござ い ま す

子 の 名 慄 繽 者　 部 夥
由　 米｛ゆ　 み｝菅野 一男　 内 谷 東
め ぐみ　　　　 葡地 鱸 一 篇 十 一
覯　 太（り ●うた）半沢　 黽 山ｓ 小 舘
秀　 光（ひで みつ）● 白　 和光　 高　 域
麈　 馳｛ ●よ とＬ｝奮 野 魯飼 内 谷 柬
奉　 広（ゆ きひろ）寓沢 和 慨　 第　 九
典　 子1 の り こ）鯵堙 皙夾 富 町 『刳

和　 耆（わ　　 か
）小幡　 檜明　 篇　 一

悟 志（ ｅ と い 深 田　 孝二 石毋田 原
麦 噂沙（ あ ず さ）水村 寛 抒 耕　 谷
弥　 加（み　　 か）土堋　 正己 大　 埋
檜　 良（ひ ろ ●）宗像　 敏文　 大　 坂

ご 結 婚お めで とうご ざ い ま‘す
氏　　 名　 ，　　　 郎 落

鯑 竰 一 正 ’　　 内 谷 踝

阨 藤　 あや 子　　　　 桑 折 町
＊ 闡 次 夫　　　 大 町r 鬢
阿 郎 異 ・5　　　 福 島 巾
秋　 輿　　 正　　　　 山　 限
山 内 眞 魄 羮　　　　 大 町 市
僅 藤 弘　 之　　　　 舫　 田
沼 崎1 享 子　　　 福 鳥 市
仲 野 明 臾　　　　 帛 田 中
臂　s?　 テ イ子　　　　 月 食盲 町
中　 野　 正　 贋　　　　i 奄　 山
栓 衂 佩 知 子　　　　 嬌 川 町
琿 田 渭 池　　　 太 田 川
鰹 藤　 松　 子　　　　 石毋田 柬
i殯 戸 奥　 夬　　　 太 田 川
溏 辺 悦 千　　　 桑 折 町
牘 辺 事 史　　　 富 町 南
蚫久 間 美　 子　　　　 福 鳥 市

淞＜や み由し.卜げ ます

氏　　 名　　　 年齢　　 部 落
実　 沢 正　 羮　　 ５９　　 羃　 九
僅 々木 秋　 巍　　 ６３　　 石毋田北
甼大　梵 大　 官　　 ８４　　 ●帛　 ●T
遠　 雌　 貞　 次　　 ７３　　 銚　 二
黒 田　 ヒ　 ロ　　 ６２　　 泉 田 下
搆　 水　 良　 男　　 ５０　　 小　 垠
佐 ｇ　 亀　 キ　　 ７３　　 内 谷 東
樂　　　　 爨　　 ８９　　 駅　 町

人口 と世 帯

12月１日現在(前月比)11月中のうごき

人
　
　

口

一男5.80  ｰ 人 ｛－ ６ ｝

女23 人 ｛＋4 ｝

ﾄ  計 一 2. 24人 （ － ２ ）

世帯数2  , 3戸(   ー3 )

転 入15 人

転 出21 人

出　 生　12人

死　 亡　８人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二階 相 談 室 ｛東側人口●ろ匆人り下さい｝

時 間 ：9  時 ~ 12  時

こまったことや、相談ごとがあり ましたら、

お気軽にご相談下 さい。 秘密は絶対に守ります。

【相談 貝3

12月 日 ( 水）吉川　弥吉・山内 聴子

１月14 日 (火）擂沢　 正・牧野 容子

※１月４日は休みです．

12月　 師走（しわす）

ｰ 幻 日 出 小中学校2 学期終業式

日 同 冬 至

25 日伽 クリスマス

27 日圈 満 月ｺﾞ:7 ふ.

ｊ,

●
，

１月　 睦月（むつき）

１口伽 元 旦

２日困 初荷・初夢　　

１

６日(月)小寒

川 日 窃 小中学校3 学期始業式

15 日 困成人の1ﾖ。＝ ＝ ●ｄ



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民館

8 5 ｰ 2 6 7 6

（有）４156

宮
本
県
警
本
部
主
任
婦
人

少
年
補
導
員
を
招
い
て

講

演

会

を

開

く

去

る
三

十
日
土

曜
日

の
午

後
、
町

公
民

館
に

お

い
て

、
県

繁
本
郎

主
任

婦

人
・

少
年

補
導
員

の
宮

本
・
汀
先
生

（
町
内
住

居

）
を
招

き

『
お
″
少
叫

を

健

や
か

に
育

む
た

め
に
』

と

い
う

テ

ー
マ
で
、

約

。
時
間

半
に

わ
た
り

家

庭
教

育
講

演
会

を
開
き

ま
し

た

。

町
教
委

・
公

民
館

主
催

。
町
凉
Ｆ

・
商

校
保
護

者
会

等

の
筏
援

で
、
小

中
高
校

生

を
持

つ
多
く

の

お
雄
さ

ん

達
か

出
席

、
熱

心
に

聞
き
入

っ
て

い

ま
し

た

。

宮
本

先
生

は
、
昭

和

三
十
六

年
二

月
、

初
代
の

婦
人

・
少
年

榊
導

員
と

し
て
活

躍
、

二
十
四

年
余

に
わ

た
り

県
警
本

部
で

、
ヤ

ン
グ
テ

レ
ホ

ン
コ

ー
ナ

ー
を
担

当
、
そ

の
餓

富
な
経

験

と
実

際
に
テ

レ
ホ

ン
コ

ー
ナ

ー
に
寄

せ
ら

れ
た
幾

つ
か

の
事
例

な

ど
を
交

え
て
の

講
話

で
あ
り

、

出
席
者

の
感

助
を
呼

ん
で

い
ま
し

た

。

い
匕

め
の
集

団
化

、
陰

湿
な

い
じ

め
は
想

像
以
上

な
も

の

が
あ
り

、

い

じ

め
ら
れ
て

い
る
子

供

か
、
学
校

で

も
家
庭
で
も
相
談
相
手
か
い
な
い
、

た
だ
か
た
く
な
に
だ
れ
に
も
打
ち
明

け
ず
、
話
そ
う
と
し
な
い
こ
と
を
指

摘
。
お
母
さ
ん
た
ち
に
『
子
供
の
話

を
背
中
で
聞
か
な

い
で
、
き
ち
ん
と

前
を
向

い
て
聴
い
て
ほ
し
い
。
』
と
、

ま
た
最
後
に
地
域
の
人
み
人
な
で
。

健
や
か
な
青
少
年
を
青
て
て
い
ぷ

。

い
た
だ
き
た
い
と
訴
え
ま
し
た
。

第
一
回

伊
達
地
方
綱
引

選
手
権
大
会
終
わ
る

伊
達
地
方
体
育
協
会
主
催
の
第
一

回
伊
達
地
方
綱
引
大
会
か
ト

ー
月
十

七
日
霞
山
町
町
民
体
育
館
で
各
町
代

表
の
男
子
二
十
三
女
子
ニ
ト

ー
チ
ー

ム
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

―

町
代
表
と
し
て
男
子
の
郎
、
徳
江

ス
ポ
ー
ツ
。
あ
っ
か
し
存
年
郎
、
石

緯
用
ス
ポ
ー
ツ
、
女
子
の
郎
、
石
母

田
ス
ポ
ー
ツ
。
貝
田
ス
ポ
ー
ツ
の
五

チ

ー
ム
か
参
加
し
ま
し
た
か
映
念
な

が
ら
入
賞
す
る
こ
と
か
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

▲熱心に謫話を聴く参加者のみなさん

結
婚
式
を
体
験

～

青
年

学

級
で

模
擬
結
婚
式
～

青
年
学
級
で
は
、
模
擬
結
婚
式
を

ト

ー
月
二
十
四
卩
公
民
館
で
開
き
ま

し
た
。

会
場
を
教
会
風
に
飾
り
つ
け
し
て

挙
式
、
観
族
紹
介
、
紀
念
搬
彫
、
彼

露
宴
と
行

い
、
正
装
し
た
学
級
生
も

新
郎
、
新
婦
、
仲
人
、
牧
師
な
ど
に

粉
し
て
、
本
番
さ
な
か
ら
の
演
出
で

行
い
ま
し
た
。

緊
張
の
あ
ま
り
、
頸
の
痛
く
な
る

人
な
ど
い
ま
し
た
か
、
本
番
間
近
か

な
？

人
た
ち
だ
け
に
、
自
分
の
結
婚

式
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
貴
重
な
経

験
を
し
た
よ
う
で
す
。

▲緊張のおももちでの模擬結婚式

仲
間
づ
く
り
教
室
で

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
の
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
は
、
十
二
月
八
日
町

公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ノ
’
の
前
に
女
の
子
は
、
佐

久
間
祐
一
さ
ん
（
佐
久
間
パ
ン
店
）

の
指
導
で
。
ケ
ー
キ
と
ク
ッ
キ
ー
づ

く
り
、
男
の
子
は
、
内
池
和
子
さ
ん

（
母
と
子
の
公
民
館
活
動
指
導
員
）

の
指
導
で
色
両
用
紙
で

ご
、こ
一
ツ
リ

ー
″
づ
く
り
を
し
ま
し
た
．

パ
ー
テ
ィ
ー
は
手
づ
く
り
の
ケ
ー

キ
．
ツ
リ
ー
を
机
の
上
に
並
べ
．
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー

ビ
ス
で
始
ま
り
．
サ
ー
ク
ル
ぽ
け
『

と
の
皆
さ
ん
の
指
碑
で
ゲ
ー
ム
や
プ

レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
し
た
り
、
手
製
の

ケ
ー
キ
を
味
わ
っ
た
り
と
ひ
と
足
早

い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
．

▲一足早くクリスマスを楽しんだ教窒生

寄
　

贈

（
社
》
保
曄
秤
年
会
議
所
か
ら

・
Ｊ
Ｃ
ふ
る
き
と
マ
″
ブ
｛
伊
達
七
町
｝

・
伊
達
屡
宿
老

一
冨
塚
と
】
族
の
す
ぺ
て
‘

山
内
和
雄
皿
｛
仙
台
在
住
｝

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
．

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．



手
づ
く
り
で

年
賀
状
を

十
一
月
二
十
三
日
、
観
子
版
面
教

室
が
開
か
れ
、
小
学
生
二
十
五
人
と

父
母
十
人
が
受
購
し
ま
し
た
。

手
づ
く
り
版
画
で
真
心
の
こ
も
っ

た
年
賀
状
を
卜

と
い
う
こ
と
で
、

桧
画
教
窒
を
開
い
て

い
る
石
原
晃
雲

さ
ん
の
指
導
で
、
来
年
の
エ
ト
に
ち

な
ん
だ
ト
ラ
を
題
材
に
し
た
版
画
と

自
由
題
材
の
版
画
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き

な
が
ら
も
、
小
刀
を
助
か
し
な
が
ら

思
い
思

い
に
版
画
を
刻
み
こ
ん
で
い

ま
し
た
。

Ａ手づくり年賀状に挑戦する児輿たち

郡
内
史
跡
を
散
策

～
ふ
る
さ
と
歴
史
教
室
～

快
哨
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
二
十
一

日
、
町
民
学
校

ご
ふ
る
さ
と
歴
史
教

室
”
の
伊
達
郡
の
史
跡
め
ぐ
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
．

桑
折
の
坂
町
観
音
寺
を
は
匕
め
、

伊
達
の
斎
藤
彦
内
墓
．
保
原
の
大
塚

古
墳
や
梁
川
城
跡
な
ど
を
見
学
し
、

有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
．

参
加
し
た
教
窒
生
十
五
人
は
、『
近

く
に
こ
ん
な
に
い
い
所
が
あ
り
た
と

知
ら
な
か
っ
た
．
教
室
に
参
加
し
、

本
当
に
た
め
に
な
『

た
』
と
話
し
て

い
ま
し
た
．

▲郡内の史跡を散策する教窒生

第
二
十
回

国
兄
町
、
桑
折
町
占
少

年
健
全
育
成
剣
道
大
会

第
二
十
回
国
見
町
、
桑
折
町
青
少

年
健
全
育
成
剣
道
大
会
か
、
国
見
町
。

桑
折
町
、
福
鳥
県
剣
道
連
盟
桑
折
支

部
主
催
で
十
一
月
二
十
四
日
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
国
見
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
国
見
町
、
桑
折

町
の
小
学
生
。
中
学
生
男
女
約
百
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
大
会
長
の
菊
地
国
見

町
長
、
来
賓
の
桑
折
警
察
署
長
、
佐

藤
利
雄
敦
育
委
員
畏
の
激
励
の
あ
と

試
合
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

各
選
手
た
ち
は
、
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
の
応
援
を
う
け
。
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
し
た
。

成
紺
は
次
の
通
り
で
す
。

○
団
体
戦

小
学
生
低
学
年
（
二
～
三
年
生
）

①
国
見
Ｂ
②
国
見
Ａ
③
桑
折
Ａ

小
学
生
高
学
年
（
四
～
五
年
生
）

①
国
見
Ａ
②
国
見
Ｂ
③
桑
折
Ａ

中
学
生

①
醸
芳
中
Ａ
②
県
北
中
Ａ
③
醸
巾
Ｃ

○
個
人

戦
の
郎

小

学
生
（
（
二
～

四
年
生

の
部
）

①

瀬
戸

裕
二
国

②
遠

藤
昌

美
国

③

古
田

安
孝
砌

小

牛
生

（
五
．

六
年
生

の
部

）

①

吉
田

有
希
鵆

②

朽
木
貴

之
鴾

③
木

口
拓
哉
国

中
学
生
男
子
の
部

①
青
柳
良
倫
Ｓ

②
玉
手
　
実
国

③
済
水
路
典
鵆

中
学
生
女
子
の
部

①
遠
藤
幸
子
麕

②
川
名
美
智
子
砌

③
福
地
昭
江
劇

ムチピ ッ子剣士も熱戦を展開

町

民

学

校

（
俳
句
教
室
）

後
期
の
町
民
学
校
と
し
て
十
一
月

五
日
よ
り
毎
週
火
曜
日
六
回
に
わ
た

り
開
設
し
て
お
り
ま
し
た
俳
句
敬
室

か
こ
の
ほ
ど
閉
講
い
た
し
ま
し
た
。

俳
句
の
お
こ
り
か
ら
始
ま
り
実
作

指
導
と
講
師
の
熱
心
な
講
義
に
学
級

生
は
俳
句
の
基
礎
的
な
表
現
力
や
艦

賞
力
が
身
に
つ
き
情
操
を
さ
ら
に
深

め
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

学
級
生
の
俳
句
実
作
指
導
の
作
品

の
中
か
ら
講
師
先
生
の
選
句
十
五
句

を
褐
載
い
た
し
ま
す
。

国
見
町
公
民
館
俳
句
教
室
　
講
師
選
句

第
一
回
選
句

＊
黄
落
の
中
に
微
笑
む
磨
崖
佛

＊
主
従
の
あ
・
う
ん
の
呼
吸
菊
人
形

＊
検
診
を
終
え
し
気
や
す
さ
琳
葉
踏
む

＊
て
っ
ぺ
ん
に
辿
り
っ
き
た
る
蔦
紅
葉

＊
夕
や
け
や
お
ら
わ
ず
眠
う
わ
ら
べ
唄

第
二
回
選
句

＊
荒
々
し
き
片
栗
の
夕
事
水
雨
降
る

＊
初
雪
や
腕
の
疼
き
頓
に
噌
し

＊
西
梅
の
古
事
を
偲
び
っ
朽
葉
踏
む

＊
茶
の
花
や
観
音
堂
の
古
び
た
る

＊
末
枯
れ
の
庭
に
糸
く
ず
払
ひ
け
り

第
三
回
選
句

＊
木
梏
や
前
だ
れ
赤
き
六
地
蔵

＊
冬
空
を
一
刻
揺
る
が
し
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

＊
冬
鴉
呼
び
交
ふ
下
の
立
話

＊
初
男
や
下
校
す
る
児
等
嬉
々
と
し
て

＊
大
千
寺
音
な
く
山
茶
花
日
和
か
な



阿
部
博
さ
ん
に
優
良
賞

～

県
ト
ラ
ク
タ
ー
耕
人
会
～

農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
安
全
運
転

や
耕
う
ん
状
態
な
ど
を
竸
う
第
七
回

福
島
県
ト
ラ
ク
タ
ー
耕
競
技
大
会
が

十
一
月
二
十
七
日
、
農
協
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
前
で
開
か
れ
ま
し
た
。

競
技
に
は
、
県
内
十
八
地
方
の
機

械
士
会
か
ら
。
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
の
部

二
十
名
、
プ
ラ
ウ
耕
の
部
九
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

岡
見
町
か
ら
は
、
大
木
戸
の
阿
部

博
さ
ん
、
森
山
の
宍
戸
隆
一
き
ん
か

ロ
ー
タ
リ
ー
耕
の
部
に
参
加
し
、
阿

部
さ
ん
か
優
良
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
競
技
は
、
安
全
操
作
技
術
と

農
作
業
技
術
の
向
上
が
ね
ら
い
で
、

細
か
く
耕
う
ん
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の

郎
、
ほ
場
を
耕
起
す
る
プ
ラ
ウ
の
郎

と
も
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
仕
業
点
検
と

実
際
の
ほ
場
に
出
て
の
耕
作
の
二
種

目
で
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

阿
部
善
雄
さ
ん
に

賞
状

技
能
月
間
中
の
十
一
月
三
日
、
郡

山
市
で
開
か
れ
た
福
島
県
技
能
フ
ェ

ス
テ
ｆ
バ
ル
に
建
具
の
郎
で
出
場
し

た
阿
郎
善
雄
さ
ん
（
藤
田
字
中
沢
て

四
、
五
十
一
歳
）
に
、
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
か
ら
賞
状
か
贈
ら

れ
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
の
出
場
し
た
建
具
の
部

に
は
、
県
内
の
一
級
技
能
士
の
資
格

を
持
つ
八
人
が
参
加
。
伊
達
郡
代
表

の
阿
部
さ
ん
は
、
日
頃
の
腕
前
を
存

分
に
発
揮
し
、
受
賞
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

桜
の
苗
木
を植

樹

去
る
十
一
月
三
十
日
、
農
業
青
年

会
議
所
の
会
員
の
手
で
、
林
道
南
今

田
・
赤
坂
線
の
道
路
沿

い
に
。
桜
の

苗
木
四
十
本

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
青
年
年
と
国
際
森
林
年
を
記

念
し
た
も
の
で
．
農
林
後
継
者
グ
ル

ー
プ
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
会
議
所

の
会
艮
十

．
名
が
、
入
念
な
準
備
を

し
て
植
え
た
も
の
で
す
．

こ
の
日
は
、
晩
秋
の
日
差
し
か
や

わ
ら
か
な
曖
か
な
日
で
．
会
員
の
ト

ラ

ッ
ク
で
山
土
や
腐
葉
土
、
水
な
ど

を
た
く
さ
ん
持
ち
こ
ん
で
、
一
本
一

本
て
い
ね
い
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
．

や
が
て
、
こ
の
泉
田
か
ら
半
田
沼

に
通
じ
る
林
道
は
、
美
し
い
桜
の
花

で
お
お
わ
れ
た
楽
し
い
観
光
道
路
と

し
て
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
で

大
木
戸
小
で

ア
ン
ポ
柿
づ
く
り

十
一
月
二
本
七
日
、
大
木
戸
小
学

校
で
は
、
動
労
体
験
的
学
習
の
一
環

と
し
て
、
四
．
五
、
六
年
生
六
卜
六

名
全
貝
で
ア
ン
ポ
柿
づ
く
り
を
行
い

ま
し
た
．

こ
の
ア
ン
ポ
柿
づ
く
り
は
、
昨
年

か
ら
始
ま

り
だ
も
の
で
．
今
年
で
二

年
目
．
渋
谷
肇
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
、
八
島

進
一
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
畏
か
ら
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
蜂
谷
（
は
ち
や
）
柿

三
百
五
十
佃
を
、
佐
久
間
宗
平
校
長
、

渋
谷
会
畏
か
ら
皮
の
む
き
方
を
習
い
、

児
童
た
ち
は
、
持
ち
よ
っ
た
ナ
イ
フ

や
皮
ひ
き
で
早
速
む
き
は
じ
め
ま
し

た
．

児
童
た
ち
は
、
家
で
手
伝
り
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
短
時
間
で
き
れ

い
に
む
き
あ
げ
ま
し
た
。

む
き
あ
げ
ら
れ
た
柿
は
、
縄
に
っ

る
し
、
硫
黄
で
い
ぶ
し
、
校
舎
の
わ

き
に
つ
る
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、

出
来
あ
が
っ
て
か
ら
、
全
校
生
徒
で

味
わ
う
と
の
こ
と
で
す
。

Ａ優良賞に輝いた阿郎さんの競技

▲賞状を手に喜ぴの阿部さん

▲遭路沿いに植えられた桜の木

Ａ慣れた手つきで鴾むきをする児童

編

集

日

記

○
今
年
も
早
い
も
の
で
、
残
す
と
こ

ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
一
年
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
広
報
く
に
み
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

０
年
の
瀬
、
カ
ゼ
が
流
行
し
て

い
ま

す
。
カ
ゼ
を
ひ
か
な
い
よ
う
十
分
注

意
し
て
、
よ
い
お
正
月
を
お
迎
え
く

だ
さ
い
．
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
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